
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

南雲　伊織

エンジェルハィロゥ
モルフェウス

UGNチルドレンB

18

素体

天涯孤独

自傷

実験体

高校生

91

秘密

1
5
1
1

0
1
0
0

0
0
0
0

1
6
1
1

23
13
13
18
36

3 1
1 3 2

UGN 4

武器名：イェソド
通常：アイン(0)

範囲攻撃：アイン・ソフ(00)
通常/100↑：クリフォト

射撃
射撃
射撃
射撃

6r+3
8r+3
8r+3
12r+3

Lv+4
12
21
15

Lv上昇で攻撃力上昇　9枚の羽がある銀色の銃
侵食率6　C値8　【小さな塵】【カスタマイズ】【コンセントレイト】集中し、神経を研ぎ澄ませて武器をその場に相応しい姿へ変える
侵食率12　C値8　範囲（選択）使用後武器が破壊される　上記に【ギガンティックモード】【滅びの光】無数に分かたれた銃口から放たれる膨張した光
侵食率6　C値7　通常の（100↑）

0 0

愚者の黄金
玻璃真　空斗

縁日で買ってもらった指輪
街の影の支配組織『ヴォルタート』

庇護
遺志
有為

悔悟
恐怖
不安

6

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：モルフェウス

ハンドレッドガンズ

小さな塵

カスタマイズ

ギガンティックモード

滅びの光

サポートデバイス

天使の外套

万能器具

★

0

2

2

3

2

★

3

2

★

★

-

1d10

2

3

2

2

3

3

6

オート

気絶時

メジャー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

セットアップ

メジャー

メジャー

視界

-

至近

武器

武器

武器

至近

至近

至近

シーン

自身

自身

範囲（選択）

自身

自身

自身

自動

自動

シンドローム

射撃

白兵・射撃

白兵・射撃

-

↓100

80↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv（最低値７）

武器を作製　下記

攻撃力+［Lv*2］

ダイス+Lv

攻撃を範囲（選択化）　使用後武器が壊れる

攻撃が単体でない時　攻撃力+［Lv*3］

そのラウンドの間ダイス+［Lv*2］

光を操り、みずからの姿の上に別の外見を上書きするエフェクト。任意の外見を持つことができる。ただし外見のみで声は変わらない。もし誰かがこの変装を見破ろうとした場合、<知覚>同士による対決を行う。

大気やその場にある物質を使って、日用品を作り出すエフェクト。テレビやラジオ、携帯電話や洗濯機などはもちろん、小さな家や食器、工具なども作り出すことができる。GMは必要と感じたなら<RC>による判定を行わせてもよい

「私？えと、空斗君の姉です」

物心がつく前にレネゲイドウィルスに関連した事故により家族と離別し、FHに引き取られる。
引き取られた先が研究を行う施設であったため、様々な実験に参加することとなった。
自分と同じような境遇の、口数の少ない穏やかな少年と出会い親友となったが、しばらくして彼はある実験中に死亡する。
南雲はその失敗データを基にした新たな実験に参加し、覚醒することとなった。
新たな実験に参加する前にUGNに保護され、UGNチルドレンとなった。

人見知りではあるが、(高梨さんPC)は施設で友人であった子の面影があり
人が変わったかのように甘やかしたり、何かと世話を焼こうとする。

自分の命は彼の上に、もしかすると更に沢山の命の上に立っているものなのではないか？
自分が生きていたら、より多くの命を踏み台にしてしまうのではないか？それならば消えたほうがいいのではないか。
たまにそんな衝動に駆られながら、彼と彼の平穏を守るために行動している。
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